
ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

ネイチャーゲームって？

ネイチャーゲームは、自然に関する知識の有無や、年齢に関係なく楽しむことができます。

ネイチャーゲームは、自然の中だけでなく、町中の公園や学校の校庭でも手軽にできます。

ネイチャーゲームをすると・・・

○ 自然や環境への理解が深まります。

○ 五感によるさまざまな自然体験が得られます。

○ 自然の美しさやおもしろさを発見できます。

○ 他者への思いやりや生命を大切にする心が育ちます。

○ 感受性が高まります。

ネイチャーゲームの３つのキーワード

○ 自然への気づき（ネイチャーゲームの目的）

ネイチャーゲームの目的は「自然への気づき」です 「自然への気づき」とは、五感で。

自然を感じ、心と体で直接自然を体験することによって自然と自分が一体であることに気

づくことです。

○ わかちあい（指導者としての心構え）

ネイチャーゲームでは、大人が子どもに一方的に知識を教えるよりも、大人も子どもも

ともに自然を感じ、自然から得た体験や感動をわかち合おうという姿勢を大切にしていま

す。わかち合うことによって、お互いの自然体験が相乗的な教育効果を生み出します。

○ フローラニング（プログラムの考え方）

参加者の心理状態や学習のテーマに合わせて、個々のゲームを組み合わせる手法を“フ

” 、 。ロ－ラニング には カワウソ・カラス・クマ・イルカとよばれる４つの段階があります

指導者は、この各段階を組み合わせて、効果的な学習の流れをつくることができます。

カワウソ （エネルギッシュなゲーム・楽しく遊べるゲーム）

カラス （活動的なゲーム・観察力を養うゲーム）

クマ （静かで落ち着いたゲーム・自分自身を見つめるゲーム）

イルカ （自然からの感動をわかちあうゲーム）

福島県いわき海浜自然の家
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ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

サ イ レ ン ト ウ ォ ー ク

１ 活動概要
ことばを一切使わずに自然から感じたことを相手に伝えるゲーム。

２ 使用道具
(１) 道具・数について なし

(２) 貸出・返却方法について なし

３ 活動の手順
(１) 活動場所（つどいの広場、いこいの広場、野営場など）に参加者を集める。

(２) 参加者に活動中はことばを発さないように伝える。

(３) 活動中に何かおもしろいもの、めずらしいものを発見したらお互いに教えあうよ

うにサインを決めておく。

(４) １０分くらい（１００ｍ）のコースを歩いてみる。

(５) 誰か一人が何かの手触りを感じたり、音やにおいを感じたら他の参加者にサイン

やジェスチャーで伝え合ってみる。

４ 注意事項
○ ゆっくり時間をかけて周囲の自然に目を向けるようにしましょう。

○ 何かを見つけるだけでなく、聞こえる音、見える風景、感じる風など五感をフル

に使い自然を感じるようアドバイスしましょう。



ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

目 か く し 歩 き

１ 活動概要
２人１組になり目かくしをしてパートナーに誘導してもらいながら自然を感じ取る

ゲーム。

２ 使用道具
(１) 道具・数について アイマスク（人数の半分）

(２) 貸出・返却方法について

○ 事務室で、所員より道具を受け取ります。

○ 活動が終了したら事務室へ返却してください。

３ 活動の手順
(１) 活動場所（つどいの広場、いこいの広場、野営場など）に参加者を集める。

(２) 参加者に２人１組になってもらいそのうちの１人にアイマスクをしてもらう。

このとき音が聞こえるように必ず耳を出すようにする。

(３) パートナーと手をつなぎ、パートナーの誘導で１０分くらいのコースを歩く。

(４) パートナーは周囲の状況（段差がある、木の枝が伸びているなど）を伝えながら

歩くようにする。

(５) ゴールしたらアイマスクを取り、歩いてきたコースを思い出しながらスタート地

点まで戻ってみる。

４ 注意事項
○ 前の人との間隔を十分あけて出発させてください。

○ 急な勾配があるところ、大きな段差があるところなど危険と思われる箇所はコー

ス上に設定しないようにしてください。

○ 急がず足場を一歩ずつ確認しながら歩くようにさせてください。

○ ハチやヘビなど危険な生物を見かけたときには、いたずらなど手出しをせず、す

みやかにその場から離れてください。



ネ イ チ ャ ー ゲ ー ム

カ モ フ ラ ー ジ ュ

１ 活動概要
限定された自然のエリア内にある人工物を探し出すゲーム。

２ 使用道具
(１) 道具・数について ロープ（１０～２０ｍ 、人工物（１０～２０個：洗濯ば）

さみ、マジックなど）

(２) 貸出・返却方法について

○ 事務室で、所員より道具を受け取ります。

○ 活動が終了したら事務室へ返却してください。

３ 活動の手順
ゲームの前に

○ 生け垣や道の端に沿ってロープを張り、次に１０～２０個くらいの人工物をロー

プに沿って置く。その際、ただ置くだけではなく、木にぶら下げたり巻き付けたり

してもよい。ロープに沿って歩く参加者が発見できるように、奥行２ｍ以内の必ず

見えるところにセットしておく。

(１) 活動場所（つどいの広場、いこいの広場、野営場など）に参加者を集める。

(２) 参加者はロープに沿って注意深く探しながら人工物がいくつ置いてあるか数えて

リーダーに耳打ちする。

(３) 全員が２回探したら最後に答えあわせをする。

４ 注意事項
○ 前の人との間隔をあけて出発させてください。

○ 張られたロープを動かさないようにしましょう。

○ 見つけても“指さしをしない “声を出さない “他の人に答えを教えない”など” ”

のルールをあらかじめ伝えておきましょう。

○ 人工物を設置した場所、物をメモしておくとよいでしょう。
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わ た し は だ れ で し ょ う

１ 活動概要
参加者それぞれの背中に付けられた動物の絵カードを他の参加者からのヒントをたよ

りに自分が何の動物かを当てるゲーム。

２ 使用道具
(１) 道具・数について 動物の絵カード（人数分 、クリップ（人数分））

(２) 貸出・返却方法について

○ 事務室で、所員より道具を受け取ります。

○ 活動が終了したら事務室へ返却してください。

３ 活動の手順
(１) 活動場所（つどいの広場、いこいの広場、野営場など）に参加者を集める。

(２) 参加者全員の背中に本人に見られないよう様々な動物の絵カードをクリップなど

で付ける。

(３) 参加者は自分が何の動物かを探り当てるため、他の人に様々な質問をする。

質問をうけた人は「はい」または「いいえ」で答える。

­例­ 「私は卵を産みますか 「私は空を飛べますか」など」

(４) 相手をどんどん変えながら次々と質問をしていく。

(５) 自分の答え（動物名）が分かったら、リーダーのところへ行って正解を確かめる。

自分が何であるか分かった参加者は、他の参加者が終わるまで一カ所にまとまっ

て座って待つ。

４ 注意事項
○ ネイチャーゲームなので、答えが分かる速さを競うものではありません、ゆったり

りとした雰囲気の中で取り組ませるようにしましょう。
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フ ィ ー ル ド ビ ン ゴ

１ 活動概要
グループ（班）単位でビンゴカードに記載されている自然の中にあるものを協力

して見つけ出しビンゴを完成させるゲーム。

２ 使用道具
(１) 道具・数について ビンゴカード（春・夏・秋・冬用 、バインダー、ボール）

ペンそれぞれグループ数分

(２) 貸出・返却方法について

○ 事務室で、所員より道具を受け取ります。

○ 活動が終了したら事務室へ返却してください。

３ 活動の手順
(１) 活動場所（つどいの広場、いこいの広場、野営場など）に参加者を集める。

(２) ビンゴカード、バインダー、ボールペンをグループ（班）ごとに受け取る。

(３) 活動エリアとゴールする時間、場所などを説明する。

(４) グループ（班）ごとに自然の宝探しに出かける。

(５) ビンゴカードに記載のあるものを見つけたら該当マスに○をつける。

(６) ○が縦、横、斜めにそろったらビンゴの完成となる。

４ 注意事項
○ ネイチャーゲームなので、自然に目を向けることに大きなねらいがあります。

あまり勝ち負けにこだわらないようにしましょう。

○ ビンゴカード中央の本日の特別メニューには、その時期に参加者が見つけら

れそうなものを事前に、または説明の時に記入するようにしてください。



フィールドビンゴ（春）
は る

たて ま すべ い ぎざ ったじ すべ 白 ぎざ とが
し ろ

木 木 葉 葉のある した チョウ した
き き は は

動物 ピン 手 食 ハチの ク の平より べられる

ど う ぶ つ て
ひら

た

子 花 大 植物ども の きい葉
こ は な お お は し よ く ぶ つ

黄色 カラス 特 白 つたい 本日の 別 い

き い ろ
ほんじつ

と く べ つ し ろ

花 花メニュー
は な は な

の細長い 横 の 色の の っと体 じま 紫 動物 つる
からだ

ほそなが よこ
むらさきいろ ど う ぶ つ

虫 木 花 落 葉ある としもの した
む し き は な お は

い の 水の れる の の黄色 虫 流 くも 鳥
き い ろ む し

みず
な が と り

卵 音 巣 羽チョウ
た ま ご お と す は ね

◎ 見つけたところに○印をつけましょう。 たて ８点× ＝ 点

◎ たて、横、ななめに○印が５つならんだらビンゴです。 横 ８点× ＝ 点

◎ 時間内にいくつビンゴができるでしょう。 ななめ １０点× ＝ 点

◎ 植物をとったり、おったりしないようにしましょう。

◎ 自然のなかで、ゆったりと活動しましょう。 １００点満点 点

班 氏 名



フィールドビンゴ（夏）
な つ

い い いの ぶ白 ぬけ 黒 にお 飛
し ろ く ろ と

石 動物 花 虫がら する
い し ど う ぶ つ は な む し

ハサ 食 とが くも ロープミの べられる った の

た

虫 植物 葉 巣 木ある っぱ のような
む し し よ く ぶ つ は す き

の びはねる 本日の 別 ピカ ふわ動物 と 特 ピカ ふわ
ど う ぶ つ

ほんじつ
と く べ つ

フン 生 葉 花き物 メニュー した した
い もの は は な

の のない っと の くとげ 足 つる 動物 鳴
あ し ど う ぶ つ な

木 物 木 穴 虫ある 生き した 作った
き い も の き つく あ な む し

緑 ヤニ ヒゲ ふし ギザの の の の ギザ

みどり

虫 木 虫 木 植物つく ある ある した
む し き む し き し よ く ぶ つ

◎ 見つけたところに○印をつけましょう。 たて ８点× ＝ 点

◎ たて、横、ななめに○印が５つならんだらビンゴです。 横 ８点× ＝ 点

◎ 時間内にいくつビンゴができるでしょう。 ななめ １０点× ＝ 点

◎ 植物をとったり、おったりしないようにしましょう。

◎ 自然のなかで、ゆったりと活動しましょう。 １００点満点 点

班 氏 名



フィールドビンゴ（秋）
あ き

い こ の った い赤 きの 動物 とが 黒
あ か ど う ぶ つ く ろ

実 足 葉 動物あと っぱ
み あ し は ど う ぶ つ

物の の べられる ぼ い動 毛 食 とん 黄色
ど う ぶ つ け た き い ろ

ある っぱフン 実 植物 葉
み し よ く ぶ つ は

い ぶ 本日の 別 の れ目の白 飛 特 とげ 切
し ろ と

ほんじつ
と く べ つ き

め

花 虫 木 葉メニュー ある ある
は な む し き は

の い の ふわ っとくも 赤 とげ ふわ つる
あ か

巣 葉 実 植物 葉っぱ ある した した
す は み し よ く ぶ つ は

色の いの の の 色い紫 にお ロープ 動物 茶
むらさきいろ ど う ぶ つ ち や

いろ

実 花 木 穴 実する ような 作った
み は な き つく あ な み

◎ 見つけたところに○印をつけましょう。 たて ８点× ＝ 点

◎ たて、横、ななめに○印が５つならんだらビンゴです。 横 ８点× ＝ 点

◎ 時間内にいくつビンゴができるでしょう。 ななめ １０点× ＝ 点

◎ 植物をとったり、おったりしないようにしましょう。

◎ 自然のなかで、ゆったりと活動しましょう。 １００点満点 点

班 氏 名



フィールドビンゴ（冬）
ふ ゆ

の い の の動物 白 つた 花 鳥
ど う ぶ つ し ろ は な と り

足 石 つぼ 羽あと み
あ し い し は ね

ぐ い い の じまどん 茶色 赤 動物 横
ち や い ろ あ か ど う ぶ つ よ こ

り

葉 花 穴 木っぱ 作った の
は は な つく あ な き

きな にくっ 本日の 別 ふわ い大 服 特 ふわ 黒
お お ふ く

ほんじつ
と く べ つ く ろ

葉 タネ 植物 動物っぱ つく メニュー した
は し よ く ぶ つ ど う ぶ つ

の の の虫 とげ 鳥 まつ 鳥
む し と り と り

たま 声 巣ご 鳴き ぼっくり
な ご え す

い め じま い いい おい赤 すず たて 黄色 に
あ か き い ろ

実 木 花 葉の のする
み き は な は

◎ 見つけたところに○印をつけましょう。 たて ８点× ＝ 点

◎ たて、横、ななめに○印が５つならんだらビンゴです。 横 ８点× ＝ 点

◎ 時間内にいくつビンゴができるでしょう。 ななめ １０点× ＝ 点

◎ 植物をとったり、おったりしないようにしましょう。

◎ 自然のなかで、ゆったりと活動しましょう。 １００点満点 点

班 氏 名


